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　　　―私もできる♡まちづくりJUKU受講生募集―
【キラリ輝く地域の輪】信楽学区自治振興会　田代・畑分会

「まちづくり」を学びませんか
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「
ま
ち
じ
ゅ
く
」っ
て
？

　

こ
の
講
座
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ま

ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
活
動

に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
開

催
す
る
も
の
で
、
市
内
に
在
住
、
在
学
、

在
勤
す
る
方
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る

学
び
の
場
で
す
。

　

講
座
で
は
、
市
内
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
た
く
さ
ん
の
団
体
の
取
り
組
み
や
、

や
り
が
い
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る

方
々
と
の
交
流
を
通
し
て
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

６
月
か
ら
は
、「
甲
賀
ま
ち
づ
く
り

サ
ロ
ン
」、「
ぐ
る
ぐ
る
甲
賀
発
見
講
座
」

の
２
つ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
実
践
的
な
手
法
に
つ
い

て
の
講
座
な
ど
も
予
定
し
て
お
り
、
継

続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
で

住
み
よ
い
ま
ち
へ

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
一
人
ひ
と
り
の
参

加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
や
得
意
技
を

発
揮
し
、
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
活
気
あ
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

自
分
の
得
意
分
野
を
生
か
し
て
、
で

き
る
範
囲
で
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
む

活
動
が
、
人
に
喜
ば
れ
た
り
、
地
域
を

活
発
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

地
域
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
、

地
域
の
た
め
に
自
分
の
力
を
生
か
し
た

い
な
ど
、
地
域
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▲毎月第１日曜に新宮神社で
　地域おこしグループ信楽GIPにより
　開催されている手作り市「げなげな市」は、
　毎回多くの人出でにぎわう

▲市民参加を募り、歴史文化遺産を題材に毎年
　創作ミュージカルを上演するNPO法人「甲賀文化輝き」

▲扇屋伝承文化館は、地元自治会が築140年の商屋跡を
　購入改築したもので、地域文化の紹介や観光情報の発信、
　特産品販売などを行っている

市内で行われているいろいろな活動の現場を訪れ、活動している人の話を聞いて、
まちづくりを一緒に学びます。

市内各地で毎月1回開催。お茶を飲みながらの気軽な雰囲気のなかで、ゲスト
スピーカーによる甲賀のまちづくり談義を聞き、自由に語り合っていただきます。

開催日：【第1回】6月27日（木） 【第2回】7月15日（祝） 【第3回】7月27日（土）、
           【第4回】8月18日（日） 【第5回】8月31日（土） 【第6回】9月16日（祝）
           【第7回】9月26日（木）

内　容：①開講式、ガイダンス②～⑥各地域の取り組みに学ぶ（バスで市内各地のま
ちづくりの現場を訪問）⑦グループワーク、閉講式

訪問先：②水口（NPO法人 鹿深の杜・今郷好日会）③甲賀（甲賀町大久保区・滝区
ささゆりの里づくり）④土山（山内エコクラブ・扇屋伝承文化館）⑤甲南
（NPO法人甲賀文化輝き・杉谷歴史研究会）⑥信楽（きのせくらぶ・神山い
い顔づくり委員会）

□定　　員：各回30名　※各回ごとに受講可能。ただし、事前申込が必要。
□申込方法：サロン開催の1週間前までに電話・FAX・メール（ホームページから）にてお申し込みください。
□受 講 料：各回400円（お茶、お菓子代）

土山山内エリアで採取された化石を通
し土山の太古の世界にふれる、新茶と
いばら団子を味わう
●ゲストスピーカー：岡田晴茂さん
●日時：6月8日（土）10時～12時
●場所：ふるさといきがいセンター六友館

〈6月〉『山の上が海だった？』
町衆によって支えられている水口祭やお
囃子について、旧東海道「三筋」・曳山見学
●ゲストスピーカー：市井博さん、梅森
稔さん（水口まつり保存振興会）
●日時：7月6日（土）10時～12時
●場所：水口中部コミュニティセンター

〈7月〉『宿場町水口の歴史を探求する』

日常生活の困り事を地域で解決しようと活動する寺
庄区健康福祉会ボランティア隊の取り組みについて
●ゲストスピーカー：藤井武夫さん
　（寺庄区健康福祉会ボランティア隊）
●日時：8月3日（土）10時～12時
●場所：市民活動・ボランティアセンター

〈8月〉『甲南のボランティア活動に接する』
地域おこしグループ「信楽ＧＩＰ」の活動
について、手づくり市「げなげな市」見学
●ゲストスピーカー：今井ゆりさん
　（信楽ＧＩＰげなげな市実行委員会）
●日時：9月1日（日）10時～12時
●場所：信楽伝統産業会館

〈9月〉『信楽のげなげな市を楽しむ』

〈10月〉『鹿深みそ、げんこつあめって？』
甲賀で特産品販売をしながら地域おこし
の取り組みを行っている2グループに学ぶ
●ゲストスピーカー：井用千代乃さん（神みそ加
工グループ）、田中里実さん（甲賀エコファームいちの）
●日時：10月26日（土）10時～12時
●場所：里山かむら交流館

自分に合った運動の話や、地域ぐるみで
の健康づくりについて学ぶ
●ゲストスピーカー：奥邨純也さん（甲
賀病院 理学療法士）
●日時：11月30日（土）10時～12時
●場所：公立甲賀病院

〈11月〉『楽しく無理せず皆で健康づくり』

地域コミュニティ推進室

市内23の地域市民センター

問い合わせ・申込先

63-455465-0687／

甲賀まちづくりサロン

ぐるぐる甲賀発見講座

甲賀まちづくりサロン

ぐるぐる甲賀発見講座

「まちづくり」を学びませんか
「私もできる♡まちづくりJUKU」受講生募集
甲賀市人材活性化実践研究事業

　市では現在、区・自治会や自治振興会、様々なNPO・市民活動団体によって活発な地域づくり活動が行われており、
このような地域の皆さんの主体的な取り組みが、安心・安全で住みよいまちづくりを支える大切な力となっています。
　私たちの甲賀市をみんなでもっと元気なまちにしていくため、市では、まちづくりに関わる人材を育てることを目的として、
地域やまちづくりに関する学びの場『私もできる♡まちづくりJUKU』（略称：まちじゅく）を６月から開催します。

※「
私
も
で
き
る
♡
ま
ち
づ
く
り
Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
」

の
詳
し
い
資
料
や
申
込
用
紙
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室
と
市
内
２３
の
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
、
あ
い
こ
う
か
市
民
活
動
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
甲
賀
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲菜の花やひまわりを田んぼに植えて地域に開放する取り組みや
　市民農園開放等による高齢者の生きがいづくりを行うNPO法人「鹿深の杜」

▲

特
産
品
を
作
り
、
イ
ベ
ン
ト
や
独
自
の
ル
ー
ト
で

　

販
売
し
な
が
ら
地
域
お
こ
し
の
取
り
組
み
を
行
う

　
「
甲
賀
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
い
ち
の
」

（
http://w

w
w
.city.koka.lg.jp/m

achijuku/）

じゅ く

じ
ゅ

く

先着30名　※最初に全7回の受講申込を受付。7回すべて参加すること
が望ましいですが、都合により全て参加できない場合も受講は可能です。
所定の申込書を申込先まで提出してください。（地域コミュニティ推進室に
申込書が届いた時点で受付となります。）
6月14日（金）　
3,000円（7回分）※欠席された場合も返金できませんのであらかじめご了承ください。

□定　　員 ：

□申込方法 ：

□申込締切 ： 
□受 講 料 ：
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事
業
部
会
の
活
動

●
力
作
が
並
ぶ
案
山
子
ま
つ
り 

｜
田
代
区
｜

　

毎
年
１０
月
に
は
、
田
代
区
を
挙
げ
て
田
代

高
原
の
郷
を
会
場
に
案
山
子
ま
つ
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

展
示
さ
れ
る
案
山
子
は
、
区
民
が
工
夫
を

こ
ら
し
て
何
か
月
も
前
か
ら
製
作
し
て
お
り
、

各
戸
自
慢
の
も
の
ば
か
り
２０
体
以
上
並
び
ま

す
。
ほ
か
に
も
地
元
の
特
産
物
の
販
売
や
模

擬
店
も
あ
り
、
市
内
外
か
ら
大
勢
の
見
物
客

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

同
時
に
文
化
祭
や
、
青
少
年
育
成
区
民
会

議
が
実
施
す
る
子
ど
も
写
生
会
を
行
い
ま
し

た
。
写
生
会
で
は
、
多
く
の
子
ど
も
さ
ん
が

参
加
し
、
案
山
子
の
あ
る
風
景
を
描
い
た
力

作
が
揃
い
ま
し
た
。

●
地
域
で
守
る
し
だ
れ
桜 

｜
畑
区
｜

　

畑
区
に
は
、
樹
齢
が
４
０
０
年
と
も
言
わ

れ
る
し
だ
れ
桜
が
あ
り
、
市
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
４
月
の
中

旬
に
は
県
内
外
よ
り
大
勢
の
見
物
客
が
訪
れ

ま
す
。

　

畑
区
で
は
、
こ
の
桜
を
長
く
残
そ
う
と
、

区
民
が
協
力
し
て
保
存
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
も
、
３
月
に
保
存
事
業
と
し
て
、

支
柱
の
取
り
換
え
を
行
い
ま
し
た
。

※
畑
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
保
存
会
が
公
益
財
団
法
人
日
本

さ
く
ら
の
会
か
ら
さ
く
ら
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
関
連
記
事
は
６
ペ
ー
ジ
）

見
守
り
隊
を
発
足

｜
地
域
の
安
心
・
安
全
の
た
め
の
取
り
組
み
｜

　

地
域
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
両
区
の
部

員
が
地
域
の
見
守
り
隊
を
発
足
し
ま
し
た
。

「
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
中
」と

書
か
れ
た
マ
グ

ネ
ッ
ト
看
板
を

車
に
取
り
付

け
、
地
域
の

見
守
り
活
動

を
展
開
し
て

い
ま
す
。

両
区
が
助
け
合
え
る
地
域
に

｜
地
域
検
討
部
会
｜

　

田
代
区
と
畑
区
は
離
れ
て
い
ま
す
が
、
地

域
検
討
部
会
で
両
区
に
お
け
る
問
題
点
な
ど

を
出
し
合
い
、
離
れ
て
い
て
も
両
区
が
助
け

合
え
る
地
域
に
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

今
後
の
活
動

　

今
後
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
、

自
然
豊
か
な
両
区
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

案
山
子
ま
つ
り
や
桜
の
開
花
情
報
な
ど
の

充
実
を
図
り
、
活
力
あ
る
郷
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

｠｠信楽学区自治振興会　田代・畑分会
●自治振興会の活動内容を紹介しています●

キラリ輝く地域のキラリ輝く地域のキラリ輝く地域の輪
－ 活力ある郷づくり －

信楽学区自治振興会田代・畑分会は、信楽学区で一番小さい分会です。
　人口が少ないため、両区の役員を中心に活動しています。活力ある郷づくりをめざし、力を合わせて取り組んでいきます。

地域市
民セン

ター

西東
北南

西東
北南

西東
北南

笑
顔
が
咲
く 

お
花
見
フ
ェ
ス
タ

●
甲
南
第
二
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

文化財・史跡
案内板を5か所に
●甲賀大原地域市民センター

　

杉
谷
公
民
館
で
4
月
14
日
、

「
2
0
1
3
年
お
花
見
フ
ェ
ス
タ
」

が
開
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
多

く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
ド
リ
ー
ム
ポ
ケ
ッ

ト
さ
ん
が
主
催
さ
れ
、
今
年
で
5

年
目
の
開
催
で
す
。「
公
民
館
を
活

用
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
楽
し

く
交
流
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
を
」

と
い
う
代
表
の
寺
井
純
子
さ
ん
の

思
い
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
の
ほ
か
、
ヨ
ガ
や
俳
画
な
ど
の
体
験
教
室
、
ま
た

イ
ン
ド
料
理
な
ど
の
模
擬
店
も
あ
り
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。
中
で
も
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、

観
客
席
か
ら
大
歓
声
が
あ
が
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
咲

く
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
魅
力
を
再
発
見

●
貴
生
川
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　

貴
生
川
地
域
自
治
振
興
会
で
は
、『
ふ
る
さ
と
貴
生
川　

あ
ち
ら
こ
ち
ら
』を
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
冊
子
は
、
貴
生
川
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
、

見
慣
れ
た
景
色
や
普
段
か
ら
親
し
ん
で
い
る
建
物
な
ど
を
改

め
て
見
直
し
て
も
ら
い
、
地
元
の
良
さ
を
再
発
見
し
よ
う
と

い
う
取
り
組
み
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　

内
容
は
杣
川
か
ら
望
む
飯
道
山
、
庚
申
山
か
ら
の
展
望
、

貴
生
川
駅
北
側
に
広
が
る
茶
畑
の
美
し
い
景
色
を
は
じ
め
、

国
や
県
・
市
指
定
の
重
要
文
化

財
、
環
境
保
全
の
取
り
組
み
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
『
ふ
る
さ
と
貴
生
川　

あ
ち
ら

こ
ち
ら
』は
貴
生
川
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
に
も
置
い
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
一
度
お
立
ち
寄
り

い
た
だ
き
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
は
多
く
の
史
跡
や
文
化
財
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
歴
史
や
内

容
が
地
域
の
人
に
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

大
原
自
治
振
興
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
史
跡
や
文
化
財
を
地
元
の
方
や
子

ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
、
住
ん
で
い
る
地
域
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
お

う
と
案
内
板
を
5
か
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

案
内
板
は
大
原
学
区
の
、
櫟
野
大
原
城
跡
、
諏
訪
神
社
、
篠
山
氏
墓
所
、

常
光
寺
、
福
生
寺
に
立
て
ら
れ
、
訪
れ
た
地
元
の
人
か
ら
は
、「
今
ま
で

何
気
な
く
見
て
い
た
城
跡
や
寺
や
神
社
な
ど
の
歴
史
が
よ
く
わ
か
っ
た
」と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

神山江田分会が
ホームページを開設
●信楽地域市民センター

　

信
楽
学
区
自
治
振
興
会
神
山
江
田
分
会
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
の「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
習
会
」を
受
講
さ
れ
た

方
が
中
心
と
な
り
、
作
年
度
約
4
か
月
を
か
け
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

担
当
い
た
だ
い
て
い
る
方
は「
地
域
の
方
々
の
ご
意
見
を
取
り
入

れ
な
が
ら
見
ご
た
え
の
あ
る
サ
イ
ト
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」と
の
思
い
を
神
山
江
田
分
会
だ
よ
り
で
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
サ
イ
ト
は
甲
賀

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
集
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

No.19

信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
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問
い
合
わ
せ

http://www.kouyama-eda.com
■信楽学区自治振興会神山江田分会ホームページ

▲市内外から見物客が訪れる「案山子まつり」

地域で取り組む保存事業

▲

▲「案山子まつり」での
　子ども写生大会

▲樹齢400年といわれる
　畑のしだれ桜

▲両区が取り組む地域の見守り活動

▼来場者による投票での
　コンテストが行われる

て
ら

い

じ
ゅ
ん

こ



　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
市
に

は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
１７
名
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま

す
。
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
、
地
域
や
職
場
で
の

ト
ラ
ブ
ル
や
差
別
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
相
談
に
対
応
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
市
内
の
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

【
水
口
町
】　

西
村 

泰
雄
／
池
田 

仁
美
／
森
村 

シ
ズ
子

　
　
　
　
　

田
中 

美
代
子
／
竹
﨑 

文
雄

【
土
山
町
】　

福
山 

芳
夫
／
前
田 

喜
志
江
／
片
山 

澄
子

【
甲
賀
町
】　

大
林 

源
弥
／
一
宮 

祥
子
／
冨
山 

朝
司

【
甲
南
町
】　

伊
室 

信
子
／
木
村　

功
／
八
里 

良
子

【
信
楽
町
】　

中
西 

秀
則
／
豊
田 

い
づ
み
／
黄
瀬 

忠
幸

６
月
１
日
を
中
心
に
、
全
国
一
斉
に「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」特

設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
詳
し
く
は
１4
ペ
ー
ジ「
情
報
の
ま
ど
」

の「
人
権
な
ん
で
も
相
談
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

甲
賀
市
ま
ち
づ
く
り

甲
賀
市
ま
ち
づ
く
り

　
「
出
前
講
座
」は
、市
の
職
員
が
皆
さ
ん
の
地
域
に

出
向
き
、市
政
の
現
状
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る

も
の
で
す
。「
出
前
講
座
」の
ご
注
文
は
、次
の
と
お
り

で
す
。

　
市
内
在
住
、在
勤
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
方
で
、お
お
む

ね
１０
名
以
上
で
構
成
す
る
団
体
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

　
年
末
年
始
を
除
き
、９
時
〜
２１
時
の
間（
１
講
座
６０
分

以
内
）

　
申
込
者
で
準
備
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
原
則
無
料（
教
材
費
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、開
催
希
望

日
の
１
か
月
前
ま
で
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
郵
送
、F
a
x
可
）

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室
お
よ
び
甲
賀
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

対
象

開
催
日

会
場

費
用

申
込
方
法

申
込
書

メ
ニ
ュ
ー

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室

6
5
｜

0
6
8
7
／　

6
3
｜

4
5
5
4

問
い
合
わ
せ

【
ま
ち
づ
く
り
分
野
】こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、景

観
ま
ち
づ
く
り
ほ
か
１１
項
目

【
市
政・財
政
分
野
】行
政
改
革
、総
合
計
画
、財
政
状

況
ほ
か
３
項
目

【
議
会・選
挙
分
野
】市
民
と
議
会
、選
挙
の
豆
知
識

【
福
祉・健
康
分
野
】子
育
て
、高
齢
者
福
祉
、介
護
保

険
、国
民
健
康
保
険
、国
民
年
金
ほ
か
23
項
目

【
環
境
分
野
】ゴ
ミ
の
分
け
方・出
し
方
、生
ゴ
ミ
堆
肥

化
循
環
シ
ス
テ
ム
、地
球
温
暖
化
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、環

境
基
本
計
画

【
産
業・観
光
分
野
】中
小
企
業
融
資
、新
名
神
高
速
道

路
を
活
用
し
た
観
光
戦
略
、都
市
農
村
交
流
、鳥
獣
害

対
策
、土
地
改
良
ほ
か
４
項
目

【
生
活
・
一
般
分
野
】税
、水
漏
れ
、上
下
水
道
、消
費

生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
、犬
の
飼
い
方
マ
ナ
ー
ほ
か
３
項
目

【
防
災・防
犯・交
通
安
全
分
野
】防
災
講
座
、セ
ー
フ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、防
犯
教
室
、交
通
安
全
教
室

【
教
育・文
化
分
野
】保
育
園・幼
稚
園
、ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
、生
涯
学
習
、文
化
財
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、多
文
化

共
生
ほ
か
９
項
目

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
職
員
が
皆
さ
ん
の
地
域
へ

出
前
講
座

出
前
講
座

滋
賀
県
人
権
擁
護
委
員
会
事
務
局

０
７
７
｜

５
２
２
｜

４
６
７
３

大
津
地
方
法
務
局
甲
賀
支
局

６
２
｜

０
２
５
９

人
権
推
進
課　

人
権
政
策
係

６
５
｜

０
６
９
４
／　

６
３
｜

４
５
８
２

問
い
合
わ
せ

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

　

市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る「
畑
の
し
だ
れ
桜
」を
守
っ
て
き
た
畑
シ
ダ
レ
ザ

ク
ラ
保
存
会
が
4
月
10
日
、公
益
財
団
法
人
日
本
さ
く
ら
の
会
か
ら
功
労
者
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　

保
存
会
は
、昭
和
60
年
に
発
足
し
、現
在
23
世
帯
の
区
の
ほ
ぼ
全
員
が
会
員
と
し
て
、清

掃
や
草
刈
り
な
ど
年
間
を
通
し
て
桜
の
維
持
管
理
を
行
う
ほ
か
、開
花
時
期
に
は
同
区
を

訪
れ
た
方
へ
の
説
明
に
あ
た
り
ま
す
。ま
た
、保
存
活
動
と
し
て
ク
ロ
ー
ン
苗
木
の
増
殖
を

試
み
、平
成
23
年
に
は
、

二
世
桜
の
植
樹
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
保
護
活

動
や
地
域
社
会
へ
の
貢

献
が
評
価
さ
れ
、今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

増
田
勝
彦
会
長
は
、

「
保
存
会
を
結
成
さ
れ

た
当
初
の
役
員
の
方
々

の
努
力
、活
動
に
対
し
て

の
努
力
の
積
み
重
ね
が

評
価
さ
れ
た
と
思
っ
て

い
る
。こ
れ
か
ら
も
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大

切
に
守
っ
て
き
た
い
。」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。

　

県
内
の
大
学
に
通
う
外
国
人
留
学

生
5
名
が
、留
学
生
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、新
名
神
高
速
道
路
を

活
用
し
た
観
光
推
進
を
め
ざ
す
甲
賀

ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会（
大
橋
淳
一
会

長
）が
、海
外
か
ら
の
観
光
客
獲
得
に

向
け
、昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、市
の

観
光
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、外
国
人

か
ら
見
た
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
求
め

る
と
と
も
に
、市
の
魅
力
を
ブ
ロ
グ
な

ど
を
活
用
し
て
国
内
外
へ
発
信
す
る

役
目
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

委
嘱
期
間
は
平
成
25
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

外
国
人
留
学
生
を

観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
委
嘱

▲水口曳山まつりで3名の
　新任観光サポーターが曳山に挑戦

▲地域で畑のしだれ桜の保存・保護活動に取り組む畑シダレザクラ保存会

観
光
推
進
室
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張　婷婷 さん
（中国・新任）

チョウ テイ  テイ

韓　宝臣 さん
（中国・新任）

カン ホウ  シン

Nguyen Huu Quy さん
（ベトナム・新任）

グェン ヒュー クィー

梁　源 さん
（中国・再任）

リョウ ゲン

王　　 さん
（中国・再任）

オウ エイ

外
国
人
留
学
生
を

観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
委
嘱

畑
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
保
存
会
が

功
労
者
表
彰
を
受
賞

に
し　

む
ら　
　

や
す　

お　
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新
名
神
高
速
道
路
の
土
山
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
で
甲
賀
市
の
観
光
情
報

を
提
供
し
て
い
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
が
４
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
甲

賀
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会（
大
橋
淳

一
会
長
）が
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を

利
用
さ
れ
る
お
客
様
に
市
の
魅
力
あ

る
観
光
地
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

平
成
２３
年
７
月
か
ら
運
営
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
に
１

万
人
を
超
え
る
方
々
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
観
光
情
報
を
発
信
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
装
で
、
甲
賀
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
や
観
光
地
を
動
画
で
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
、
観
光
地
図
に
向
か
っ
て

磁
石
入
り
の
ソ
フ
ト
手
裏
剣
投
げ
が
体
験

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
忍
者
」「
信
楽
」「
東
海
道
」と

い
う
観
光
三
要
素
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
は
隠
し

絵
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

一
度
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

　

5
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す
。
そ
の
世
界

禁
煙
デ
ー
か
ら
一
週
間
を
禁
煙
週
間（
5
月
31
日
〜

6
月
6
日
）と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
日
を

き
っ
か
け
に
た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
知
り
、
あ
な

た
自
身
や
家
族
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

た
く
さ
ん
の
害
を
及
ぼ
す
た
ば
こ
の
煙

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
ニ
コ
チ
ン
、
種
々
の
発
が
ん
物

質
・
発
が
ん
促
進
物
質
、
一
酸
化
炭
素
な
ど
の
多

く
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

有
害
物
質
は
体
内
に
入
る
と
血
液
に
溶
け
、
全

身
を
回
り
、肺
が
ん
を
は
じ
め
と
し
て
、咽
頭
が
ん
、

食
道
が
ん
、胃
が
ん
な
ど
多
く
の
が
ん
や
、脳
卒
中
、

虚
血
性
心
疾
患
、
歯
周
病
、
さ
ら
に
は
生
ま
れ
て
く

る
子
供
へ
の
影
響
な
ど
、
多
く
の
害
を
与
え
ま
す
。

た
ば
こ
の
害
は
、
吸
う
人
は
も
ち
ろ
ん
、
吸
わ
な
い

人
に
も
及
び
ま
す
。

禁
煙
を
し
に
く
く
す
る
２
種
類
の
依
存

　

た
ば
こ
が
健
康
に
悪
い
と
思
っ
て
い
な
が
ら
も
や

め
ら
れ
な
い
原
因
は
、
た
ば
こ
が
ニ
コ
チ
ン
依
存
と

心
理
的
依
存
の
2
種
類
の
依
存
を
生
む
か
ら
で
す
。

ニ
コ
チ
ン
依
存
は
、
た
ば
こ
の
煙
に
含
ま
れ
て
い
る

ニ
コ
チ
ン
と
い
う
薬
物
へ
の
依
存
で
す
。
心
理
的
依

存
は
、
た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
が
日
常
生
活
の
中
に
組

み
込
ま
れ
、
習
慣
化
し
た
状
態
の
依
存
で
す
。

健
康
推
進
課　

健
康
増
進
係
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険
年
金
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国
保
年
金
係
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問
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せ

5
月
31
日
は

世
界
禁
煙
デ
ー

5
月
31
日
は

世
界
禁
煙
デ
ー

禁
煙
に
向
け
て

　

こ
う
い
っ
た
状
態
か
ら
、
抜
け
出
す
た
め
に
医

療
機
関
で
実
施
し
て
い
る
禁
煙
治
療
や
、
保
健
セ

ン
タ
ー
で
の
禁
煙
相
談
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

【
市
内
の
禁
煙
治
療
に
保
険
が
使
え
る
医
療
機
関
】

（
平
成
25
年
3
月
1
日
現
在　

＊
近
畿
厚
生
局
か
ら
の
情
報
よ
り
）

市
で
は
、
年
齢
別
に
基
本
健
診
や
特
定
健
診
と
い
っ

た
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
健
康
管
理
や
病
気

の
早
期
発
見
の
た
め
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

基
本
健
診
実
施
の
お
知
ら
せ

【
対　

象
】学
校
や
職
場
で
健
診
を
受
け
る
機
会
の

な
い
、
19
歳
か
ら
39
歳（
昭
和
49
年
4
月

1
日
か
ら
、
平
成
7
年
4
月
1
日
以
前

生
ま
れ
）の
方

【
内　

容
】身
体
測
定（
身
長
・
体
重
・
腹
囲
）医
師

診
察
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定
、
血
液
検

査（
脂
質
・
肝
機
能
・
貧
血
・
血
糖
・

腎
機
能
）

【
費　

用
】1
，0
0
0
円

【
実
施
日
】6
月
〜
7
月
、
10
月
〜
11
月
に
市
各
地

域
に
て
実
施　

※
予
約
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
日
程
は
健
診（
検
診
）カ
レ
ン

ダ
ー
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
お

手
元
に
カ
レ
ン
ダ
ー
の
な
い
方
は
各
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

【
禁
煙
相
談（
健
康
相
談
）】

各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
月
1
回
実
施（
事
前
予
約
制
）

※
詳
細
は
、平
成
２５
年
度
健
診（
検
診
）カ
レ
ン
ダ
ー

13
ペ
ー
ジ
の
健
康
相
談
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

｜
あ
な
た
や
家
族
の
健
康
の
た
め
に
｜

医療機関名地域

医療法人　深井クリニック

医療法人社団　平川クリニック

医療法人社団　太田医院

医療法人　こんどう医院

住所

伴中山3802

東名坂184-2

虫生野中央81-2

新城696

連絡先

65-4100

63-6373

63-3553

63-0530水口

木村医院

浅田クリニック

つばさクリニック

中西医院

虫生野1015-9

東名坂226-1

綾野3-33

北土山1433-2

62-2143

69-7755

63-7766

66-0712土山

医療法人社団 仁生会　甲南病院甲南

甲賀市立　信楽中央病院

葛木958

長野473

86-3131

82-0249信楽

土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の

甲
賀
市
観
光
情
報
発
信
基
地
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の

甲
賀
市
観
光
情
報
発
信
基
地
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル▲リニューアルされた「ぐるっと甲賀観光情報発信処」

▲手裏剣投げコーナー

　

市
で
は
、「
生
ま
れ
故
郷
」「
関
わ
り
の
あ
る
地
」「
期

待
を
抱
く
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
た
い
」と
い
う
市
へ

の
思
い
を
形
に
す
る
制
度
と
し
て
、
平
成
２０
年
度
か
ら

「
甲
賀
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」を
設
け
て
い
ま
す
。

　

制
度
開
始
か
ら
５
年
間（
平
成
２４
年
度
末
）で
、
市

内
の
方
も
含
め
、
累
計
７
，４
０
７
，８
１
０
円
、
延
べ

６４
名
の
皆
様
か
ら
応
援
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
寄
附
は
、
次
の
よ
う
に
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
活
用
例
…
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
購
入
、
小
学
校
社
会

科
副
読
本
の
作
成
、
甲
賀
市
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
、
市

内
公
共
施
設
A
E
D
設
置
な
ど

◇
ご
寄
附
に
よ
り
、
税
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す
◇

　

市
に
対
す
る
寄
附
金
の
う
ち
、
２
，０
０
０
円
を
超

え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
限
度
額
ま
で
税
金
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
皆
様
に
も
お
知
ら
せ
い

た
だ
き
、
ふ
る
さ
と
甲
賀
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
参
加
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
が

「
ふ
る
さ
と
納
税
」に
よ
り
、
ご
寄
附
い
た
だ
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。

※
詳
し
い
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か

ふ
る
さ
と
納
税

甲
賀
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

政
策
推
進
課　

政
策
推
進
係
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E
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ail ：
koka10041000@

city.koka.lg.jp

※
年
齢
は
平
成
26
年
3
月
31
日
現
在
で
す
。

※
昭
和
13
年
９
月
30
日
以
前
生
ま
れ
の
方
は
、
75
歳
以
上
が
対
象
の

「
健
康
診
査
」を
受
診
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
受
診
券
の
送

付
月
は
65
歳
以
上
の
方
と
同
じ
で
す
。

※
集
団
健
診
の
日
程
や
受
診
で
き
る
医
療
機
関
名
な
ど
詳
細
は
、
受

診
券
送
付
時
に
ご
案
内
し
ま
す
。

特
定
健
診
受
診
券

送
付
時
期
の
お
知
ら
せ

特
定
健
診
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
静
か
に
進
行
し
て
い
く
生

活
習
慣
病
の
原
因
と
な
る〝
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
〞に
着
目

し
た
健
診
で
す
。

【
対　

象
】４０
歳
か
ら
７４
歳
の
方

特
定
健
診
は
、
ご
加
入
の
健
康
保
険
ご
と
に
実
施
し
ま

す
の
で
、
社
会
保
険
に
ご
加
入
の
方
は
、
お
勤
め
先
に

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
費　

用
】甲
賀
市
国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
方
は
無
料
で
す
。

【
受
診
券
送
付
時
期
お
よ
び
受
診
方
法
】

甲
賀
市
国
民
健
康
保
険（
国
保
）に
ご
加
入
の
方
に
は
、

次
の
日
程
に
よ
り
受
診
券
を
郵
送
し
ま
す
。

健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

国民健康保険にご加入の方の
受診券送付時期

生
ま
れ
月

す
べ
て

10
月
・
11
月
･
12
月

1
月
・
2
月
･
3
月

4
月
・
5
月
･
6
月

7
月
・
8
月
･
9
月

年
齢

40
歳
〜
64
歳

送
付
月

5
月
下
旬

6
月
下
旬

7
月
下
旬

8
月
下
旬

9
月
下
旬

受
診
方
法

集
団
健
診

ま
た
は

医
療
機
関
で
の

個
別
健
診

医
療
機
関
で
の

個
別
健
診

生
年
月
日

昭
和
24
年
4
月
1
日
〜

昭
和
49
年
3
月
31
日
ま
で

65
歳
〜
74
歳

生
年
月
日

昭
和
13
年
10
月
1
日
〜

昭
和
24
年
3
月
31
日
ま
で
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たぬきと人の大にぎわい

一番茶　丁寧に手摘み

曳山の勇壮な「宮入り」に歓声

ほら貝と太鼓が彩る雨乞いの舞

　

毎
年
恒
例
の
し
が
ら
き
駅
前
陶
器
市
が
４
月

２７
日
か
ら
５
月
６
日
に
か
け
て
、信
楽
駅
前
広

場
で
開
催
さ
れ
、県
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

信
楽
焼
の
ブ
ー
ス
や
う
ま
い
も
の
市
が
並
ぶ

会
場
で
は
、日
替
わ
り
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、お
値
打
ち
の
一
品
を
手

に
入
れ
よ
う
と
次
々
と
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
回
初
め
て
信
楽
焼
た
ぬ
き
の
修
復

を
受
け
付
け
る「
た
ぬ
き
の
美
容
院
」や
た
ぬ
き

を
買
い
取
る「
た
ぬ
き
の
里
帰
り
」が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

３０
年
前
に
買
っ
た
た
ぬ
き
を
美
容
院
に
持
ち

込
ん
だ
大
阪
の
夫
婦
は
、「
愛
着
が
あ
る
の
で
、

直
し
て
も
ら
っ
て
飾
っ
て
お
き
た
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
市
内
各
地
で
新
茶
の
収
穫
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

作
業
の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
、農
業
組
合
法
人

「
グ
リ
ー
ン
テ
ィ
土
山
」が
管
理
し
て
い
る
水
口

町
の
集
団
茶
園
内
で
４
月
２５
日
、県
内
で
今
年

初
と
な
る
新
茶
の
手
摘
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

土
山
地
域
の
方
約
３０
名
が
、手
際
よ
く
新
茶

を
摘
み
、１２
ア
ー
ル
の
面
積
か
ら
生
葉
約
２
０

０
キ
ロ
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

収
穫
さ
れ
た
茶
葉
は
、こ
の
日
の
う
ち
に
製

茶
さ
れ
、翌
々
日
に
は
小
売
店
に
並
び
ま
す
。

　

今
回
の
茶
の
生
育
に
つ
い
て
、同
組
合
の
代

表
は
、「
４
月
の
寒
さ
を
ネ
ッ
ト
で
覆
い
防
い
だ

た
め
順
調
に
生
育
し
て
お
り
、良
い
も
の
が
で

き
る
と
期
待
し
て
い
る
。」と
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
水
口
曳
山
祭
」
が
４
月
１９
・
２０
日
の

両
日
、
水
口
町
旧
市
街
一
帯
で
行
わ
れ
、

多
く
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

江
戸
中
期
に
起
源
を
持
ち
、
県
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
同
祭
礼

は
、
市
内
唯
一
の
曳
山
祭
で
、
今
年
は
１６

基
あ
る
曳
山
の
う
ち
４
基
が
水
口
神
社
に

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

曳
山
と
地
域
の
引
手
一
行
は
２０
日
早

朝
、
各
地
の
山
蔵
を
出
発
し
、
観
客
で
埋

ま
っ
た
神
社
ま
で
の
道
中
を
ゆ
っ
く
り
と

巡
行
し
ま
し
た
。
到
着
し
た
神
社
境
内
で

は
、
テ
ン
ポ
の
良
い
お
囃
子
に
乗
せ
て
勇

壮
な
「
宮
入
り
」
を
披
露
し
、
詰
め
か
け

た
観
客
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
土
山
町
黒
川
の「
花
笠
太
鼓
踊
り
」

が
４
月
２１
日
行
わ
れ
、約
２
０
０
名
の
観

客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

黒
川
を
構
成
す
る
四
つ
の
地
域
か
ら

踊
り
子
一
行
が
出
発
し
、道
中
で
他
の
一

行
と「
出
会
い
」、大
宮
神
社
境
内
で
雨
乞

い
の
踊
り
を
奉
納
し
ま
す
。

　

踊
り
子
は
、ほ
ら
貝
と
太
鼓
で
奏
で
ら

れ
る
独
特
な
拍
子
に
あ
わ
せ
て
、２
ｍ
も

あ
る
棒
を
振
り
回
す
、伝
統
の
踊
り
を
披

露
し
ま
し
た
。こ
の
日
、ほ
ら
貝
を
吹
い

た
男
性
は「
準
備
な
ど
は
大
変
だ
が
、地

域
の
伝
統
を
守
っ
て
い
き
た
い
」と
、長

く
続
く
地
域
の
営
み
を
自
ら
も
受
け
継

ぐ
こ
と
に
誇
ら
し
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

春のしがらき駅前陶器市

新茶手摘みの実施

　
「
お
茶
づ
く
り
体
験
デ
ー
」が
４
月
２９
日
、

滋
賀
県
農
業
技
術
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。親
子
な
ど
約
５
０
０
名
が
参
加

し
、お
茶
摘
み
や
製
茶
体
験
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

製
茶
体
験
で
は
、自
分
で
摘
み
取
っ
た
葉

を
加
熱
し
た
後
、冷
や
し
な
が
ら
手
で
も
み
、

最
後
に
陶
板
で
、は
し
や
手
を
使
っ
て
約
３０

分
間
動
か
し
な
が
ら
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

　

参
加
者
は
、し
っ
か
り
揉
む
こ
と
で
香
味

豊
か
な
お
茶
に
な
る
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、丁
寧
に
作
業
し
て
い
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
お
い
し
い
お
茶
の
い
れ
方
教
室

や
、新
茶
の
天
ぷ
ら
な
ど
茶
葉
を
使
っ
た
料

理
の
試
食
な
ど
が
あ
り
、「
近
江
の
茶
」の
魅

力
を
知
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

黒川の花笠太鼓踊り

水口曳山祭
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「近江の茶」の魅力にふれる お茶づくり体験デー
製茶体験に
挑戦する
子どもたち

信楽焼た
ぬきを

修復する

「たぬき
の美容院

」

水口神社境内に到着した曳山

手際よく新
茶を

摘んでいく
摘み娘

新たに75名が地域の健康づくりに活躍

　

甲
賀
市
健
康
推
進
連
絡
協
議
会
定

期
総
会
が
４
月
１６
日
、甲
南
町
忍
の

里
プ
ラ
ラ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
委
嘱
状
交
付
式
が

行
わ
れ
、中
嶋
市
長
か
ら
今
年
度
新

た
に
健
康
推
進
員
と
な
ら
れ
た
７５
名

を
代
表
し
、小
西
康
子
さ
ん
に
委
嘱

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

７５
名
の
新
し
い
健
康
推
進
員
の
皆

さ
ん
は
、昨
年
か
ら「
食
品
と
栄
養
の

知
識
」を
は
じ
め
多
岐
に
わ
た
る
養

成
講
座
を
受
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
勢
４
８
９
名
の
健
康
推
進
員
の

皆
さ
ん
に
は
今
後
、食
事
の
講
習
会

や
啓
発
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
た

だ
き
ま
す
。地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康

保
持
・
増
進
に
健
康
推
進
員
の
皆
さ

ん
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

平成25年度　甲賀市健康推進員委嘱状交付式

中嶋市長から委嘱状を受け取る小西さん

棒を天に突き上げ雨乞いの舞を奉納する花笠太鼓踊り
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i n f o r m a t i o n

情報
まど
の
情報
まど
の
情報
まど
の

市
民
課

6
5
｜

0
6
8
3
／　

6
5
｜

6
3
3
8

問
い
合
わ
せ

滞
納
債
権
対
策
課　

収
納
推
進
係

6
5
｜

0
6
8
2
／　

6
3
｜

4
5
7
4

問
い
合
わ
せ

☆ 

夜
空
旅
人（
天
体
観
望
会
）☆

　
「
土
星
を
み
て
み
よ
う
」

●
日
時
／
5
月
25
日（
土
）19
時
30
分
〜
21
時
30
分

●
場
所
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

●
内
容
／
天
体
の
お
話
、月
・
土
星
な
ど
の
観
望

●
申
込
方
法
／
電
話
に
て
申
込
先
ま
で

●
申
込
期
限
／
5
月
24
日（
金
）先
着
20
名

※
天
候
・
人
数
等
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

申
・
問
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
8
8
｜

4
1
0
0
／　

8
8
｜

5
0
5
5

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

平
成
25
年
度
地
域
交
流
事
業

看
護
の
日
ま
つ
り

●
日
時
／
5
月
25
日（
土
）12
時
45
分
〜
16
時
20
分

※
雨
天
決
行
、参
加
費
無
料

「
市
税
等
口
座
振
替
通
知

書
・
振
替
結
果
の
お
知
ら

せ
」を
廃
止
し
ま
す

   

現
在
、市
税
・
料
金
等
の
支
払
い
方
法
と

し
て
口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象

に
送
付
し
て
い
ま
す「
市
税
等
口
座
振
替

（
納
付
）通
知
書
・
市
税
等
口
座
振
替
結
果

の
お
知
ら
せ
」（
圧
着
ハ
ガ
キ
）を
平
成
25
年

9
月
送
付
を
も
っ
て
廃
止
し
ま
す
。

　

水
道
料
金
・
下
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、

検
針
の
お
知
ら
せ
に
、使
用
水
量
の
ほ
か
に

請
求
予
定
額
お
よ
び
振
替
・
納
付
期
限
日

な
ど
も
記
載
す
る
予
定
で
す
の
で
、ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

上
下
水
道
以
外
の
税
料
金
に
つ
い
て
は
、

納
税
通
知
書
や
料
金
の
お
知
ら
せ
を
保
管

し
て
、口
座
残
高
の
管
理
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

☆
本
年
度
中
は
住
基
カ
ー

ド
発
行
手
数
料
5
0
0
円

が
無
料
で
す
。

☆
住
基
カ
ー
ド
な
ど
を
使
っ

て
自
動
交
付
機
で
証
明
書
を

取
得
す
る
場
合
、窓
口
手
数

料
よ
り
1
0
0
円
が
減
額
さ

れ
ま
す
。

☆
自
動
交
付
機
で
は
、夜
間

（
平
日
夜
8
時
ま
で
）や
休

日
に
も
証
明
書
を
簡
単
に

取
得
で
き
ま
す
。

毎
週
火
曜
日
延
長
窓
口
で

も「
住
基
カ
ー
ド
」が
つ
く

れ
ま
す

〜
使
っ
て
便
利
・
簡
単 

住
基
カ
ー
ド
〜

　
甲
賀
市
で
は
、自
動
交
付
機
で
住
民
票
、

印
鑑
証
明
、戸
籍
謄
本（
本
籍
が
甲
賀
市
の

方
）等
を
取
得
い
た
だ
け
ま
す
。

　

自
動
交
付
機
を
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め

に
は
、住
基
カ
ー
ド（
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
）あ
る
い
は
市
民
カ
ー
ド
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

執
務
時
間
お
よ
び
毎
週
火
曜
日
に
行
っ

て
い
る
延
長
窓
口
で
も
住
基
カ
ー
ド
が
作

れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
延
長
窓
口
に
つ
い
て
】

●
日
時
／
毎
週
火
曜
日（
祝
休
日
を
除
く
）

　

午
後
5
時
15
分
か
ら
午
後
7
時
ま
で

●
場
所
／
水
口
庁
舎
、土
山
・
甲
賀
大
原
・

　

甲
南
第
一・
信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

※
延
長
窓
口
で
は
、他
に
住
民
票
、印
鑑

　

証
明
、戸
籍
の
証
明
、税
の
証
明（
納
税

　

証
明
等
一
部
の
証
明
は
除
く
）を
取
得
い

　

た
だ
く
事
が
で
き
ま
す
。

【
住
基
カ
ー
ド
に
つ
い
て
】

●
申
請
で
き
る
方
／
甲
賀
市
に
住
民
登

　

録
を
し
て
い
る
方（
15
歳
未
満
の
方
、成

　

年
被
後
見
人
の
方
は
法
定
代
理
人
が

　

申
請
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の
／

　

①
印
鑑

　

②
本
人
確
認
書
類
1
点（
本
人
の
写
真

　

が
貼
付
さ
れ
た
も
の
）

　
〈
運
転
免
許
証
、旅
券
、身
体
障
害
者
手

　

帳
な
ど
〉

　

③
そ
の
他
本
人
確
認
書
類
1
点

　 

〈
健
康
保
険
証
、社
員
証
な
ど
〉

　

④
市
民
カ
ー
ド
、旧
町
の
印
鑑
登
録　

　

カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）     

　

※
顔
写
真
つ
き
の
カ
ー
ド
に
は
写
真

　

1
枚（
縦
4
．5
cm
×
横
3
．5
cm 

無
帽
・

　

無
背
景
で
6
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も

　

の
）が
必
要
で
す
。ご
自
分
で
ご
用
意
で

　

き
な
い
場
合
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
に
か
か
る
時
間
／
約
20
〜
30
分

※
す
で
に
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

　

は
、カ
ー
ド
裏
面
を
ご
確
認
く
だ
さ

　

い
。裏
面
に「
住
」「
印
」「
戸
」の
印
が

　

記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、そ
れ
ぞ
れ
住

　

民
票
、印
鑑
証
明
、戸
籍
の
発
行
が
可

　

能
で
す
。印
が
な
い
カ
ー
ド
に
つ
い
て

　

は
、発
行
を
可
能
と
す
る
手
続
き
が

　

必
要
で
す
。

催
し

●
会
場
／
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
し
ろ
や
ま

　
　
　
　
　（
水
口
小
学
校
西
付
近
）

●
内
容
／
14
時
30
分
〜
特
別
講
演〝
夢
を

　

力
に
〞　

講
師
／
び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ

　

大
学
・
松
田
保
教
授（
元
日
本
ユ
ー
ス
代

　

表
監
督
）、望
月
聡
教
授（
元
サ
ッ
カ
ー
日

　

本　

女
子
代
表
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
）

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、健
康
測
定
、喫
茶

コ
ー
ナ
ー
ほ
か

●
問
／
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
し
ろ
や
ま

☎
6
2
｜

8
1
8
1
／　

6
2
｜

8
2
3
2

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

い
ろ
い
ろ
な
国
の
お
菓
子
や
お
茶
を
味
わ

い
な
が
ら
、国
際
交
流
や
協
会
の
活
動
に
つ

い
て
話
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
／
5
月
26
日（
日
）15
時
30
分
〜　

　
（
2
0
1
3
年
度
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会

　

通
常
総
会
終
了
後
〜
）

●
場
所
／
碧
水
ホ
ー
ル　

ロ
ビ
ー

●
参
加
費
／
協
会
会
員
：
無
料　

非
会
員
：
3
0
0
円

●
申
・
問
／
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局 

　
（
月
〜
金
10
時
〜
17
時
30
分
）

☎
／　

6
3
｜

8
7
2
8

E-m
ail

：m
ifa@

m
x.biw

a.ne.jp

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

「
に
ん
く
る
土
曜
塾
」

●
日
時
／
6
月
8
日（
土
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所
／
に
ん
く
る
児
童
館（
相
模
教
育

　

集
会
所
）

●
内
容
／
ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ
で
あ
そ
ぼ
う

●
定
員
／
先
着
10
名

●
申
込
締
切
／
6
月
5
日（
水
）

申
・
問
／
に
ん
く
る
児
童
館　
　

☎
8
8
｜

5
6
9
2
／　

8
8
｜

5
6
9
6

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

爆
笑
！！
お
笑
い
ま
つ
り
ｉｎ
こ
う
か

●
日
時
／
６
月
３０
日（
日
）１
回
目
：
１４
時

開
演　

２
回
目
：
１７
時
開
演

●
会
場
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

●
出
演
／
ア
ン
ガ
ー
ル
ズ
、ス
ギ
ち
ゃ
ん
、

　

狩
野
英
孝
、Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
、響
、チ
キ

　

チ
キ
ジ
ョ
ニ
ー（
１
回
目
の
み
）、ハ
ラ
イ
チ

　
（
２
回
目
の
み
）

●
入
場
料
／
前
売
：
３
，０
０
０
円　

当
日
：

３
，３
０
０
円

※
全
席
指
定　

※
３
歳
以
上
有
料（
３
歳

未
満
で
も
座
席
の
必
要
な
場
合
有
料
）

●
発
売
所
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
、ア

ル
・
プ
ラ
ザ
水
口
く
ら
し
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト（
Ｌ
コ
ー
ド
：

5
7
5
1
3
）、チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ（
Ｐ
コ
ー

ド
：
4
2
8
｜

5
6
5
）、イ
ー
プ
ラ
ス

問
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

☎
6
2
｜

2
6
2
6
／　

6
2
｜

2
6
2
5

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

古
文
書
講
座

●
日
時
／
第
1
回　

6
月
15
日（
土
）13
時

　

30
分
〜
15
時
30
分

2
回
目
以
降　

6
･
7
･
9
･
10
･
11

月
の
第
3
土
曜
日
に
開
催
予
定（
全
5

回
）

●
場
所
／
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
会
議
室

●
内
容
／
身
近
な
史
料
か
ら
古
文
書
の
基

　

本
的
な
形
態
と
地
域
の
歴
史
を
学
習

●
講
師
／
伊
藤
誠
之（
甲
賀
市
史
編
さ
ん

　

調
査
員
）

●
参
加
費
／
1
，0
0
0
円（
全
5
回
分
）

●
定
員
／
20
名（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
申
込
締
切
／
6
月
2
日（
日
）

●
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
F
A
X
で

申
・
問
／
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館（
月
火
曜

休
館
・
10
時
〜
17
時
）

☎
6
6
｜

1
0
5
6
／　

6
6
｜

1
0
6
7

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

あ
い
の
土
山
第
28
回
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
歌
謡
発
表
祭

演
歌
歌
手
吉
田
稔
さ
ん
を
講
師
に
市
内
4

教
室
で
練
習
を
重
ね
る
サ
ー
ク
ル「
ラ
ブ

リ
ー
土
山
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」。勉
強
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
募
金
は
、土
山
町
の
社
会
福

祉
の
た
め
に
寄
付
し
ま
す
。

●
日
時
／
5
月
19
日（
日
）10
時
〜

●
場
所
／
あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容
／
歌
謡
、舞
踊（
藤
柳
流
）

※
入
場
無
料

問
・
申
／
ラ
ブ
リ
ー
土
山
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク（
代
表
：
吉
田
）

☎
／　

6
8
｜

0
7
4
4

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

▶
廃
止
さ
れ
る「
市
税
等
口
座
振
替
通
知
書
・
振
替
結
果
の
お

　

知
ら
せ
」の
圧
着
ハ
ガ
キ

※

詳
細
は
市
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

528-85
02

水口町
水口6

053番
地

甲賀　
太郎　

様

い

ま
さ
ゆ
き

と
う

か

の

え
い
こ
う

あ

め

み

や

ひ
び
き

住基　じ
ゅうか

○○　○○

住基カードを
つくって
よかった
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相
談〈
6
月
〉

募
集

お
知
ら
せ

甲
南
公
民
館
市
民
企
画
講
座

ぷ
ら
っ
と
カ
フ
ェ・ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

公
民
館
の
中
庭
で
、お
抹
茶
と
和
菓
子
を

楽
し
み
な
が
ら
聴
い
て
い
た
だ
く
コ
ン

サ
ー
ト
。

●
日
時
／
5
月
25
日（
土
） 

　

15
時
開
演（
14
時
30
分
開
場
）

●
場
所
／
甲
南
公
民
館
中
庭（
忍
の
里
プ
ラ
ラ
）

　

※
雨
天
の
場
合
は
甲
南
情
報
交
流
セ
ン

タ
ー
ロ
ビ
ー

●
内
容
／
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
と
フ
ル
ー

ト
に
よ
る
民
謡
や
童
謡
な
ど
の
演
奏
・
オ

カ
リ
ナ
サ
ー
ク
ル
の
演
奏

●
出
演
者
／
村
上
ひ
ろ
み
・
石
田
美
知
世
・

オ
カ
リ
ナ
サ
ー
ク
ル『
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
』

●
定
員
／
50
名

●
入
場
料
／《
前
売
り
の
み
》

　

大
人
１
，0
0
0
円
・
中
高
生
5
0
0
円
・

小
学
生
以
下
無
料（
お
抹
茶
・
お
菓
子
付
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

※
チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
5
月
22
日（
水
）ま
で

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
／
忍
の
里
・
プ
ラ
ラ

問
／
甲
南
公
民
館

☎
8
6
｜

3
0
3
6
／　

8
6
｜

8
1
1
9

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

希
少
生
物
の
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
で
は
、「
甲
賀
市

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
2
0
1
2
」を
活
用
し
な
が

ら
、園
内
で
希
少
生
物
を
保
全
す
る
た
め
の

ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。参
加
ご
希
望
の
方
は
、左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
／
親
子（
子
ど
も
は
小
学
生
以
上
）

　

も
し
く
は
大
人
の
方

※
対
象
と
な
る
希
少
生
物
：
植
物（
サ
サ

ユ
リ
、キ
キ
ョ
ウ
な
ど
）、動
物（
カ
ス
ミ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、メ
ダ
カ
、オ
オ
ミ
ズ
ス
マ

シ
な
ど
）

●
日
時
／
5
月
19
日（
日
）・
6
月
2
日（
日
）

　

9
時
〜
12
時

問
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
6
3
｜

6
7
1
2
／　

6
3
｜

0
4
6
6

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

朝
の
脂
肪
燃
焼
教
室（
甲
南
）

参
加
者
募
集

●
日
時
／
6
月
5
日
〜
7
月
10
日
の
毎（
水
）

　
（
全
6
回
）　

9
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
場
所
／
甲
南
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
ト

　

レ
ー
ニ
ン
グ
ハ
ウ
ス

●
内
容
／
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
使
っ
て
運

　

動
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

●
定
員
／
6
名

●
申
込
締
切
／
5
月
26
日（
日
）※
定
員
に

　

な
り
次
第
締
切

●
参
加
費
／
1
，5
0
0
円（
保
険
代
含
む
）

問
・
申
／
甲
南
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
8
6
｜

6
9
7
1
／　

8
6
｜

6
9
8
4

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

地
域
の
大
学『
淡
海
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
』

受
講
生
募
集

●
日
時
／
6
月
15
日
〜
11
月
19
日
毎（
土
）

　

の
午
前（
内
全
15
回
）

●
場
所
／
湖
南
市
立
石
部
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
他

●
内
容
／「
地
域
で
学
ぶ
健
や
か
生
活
〜

　

暮
ら
し
を
見
直
し
て
み
よ
う
〜
」

●
対
象
／
18
歳
以
上
の
通
学
可
能
な
方

●
定
員
／
30
名（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
受
講
料
／
5
，0
0
0
円（
別
途
材
料
費

　

5
0
0
円
）

●
申
込
方
法
／
5
月
31
日（
金
）ま
で
に
、

　

は
が
き
・
電
話
・
F
A
X
・
メ
ー
ル
に
必
要

　

事
項（
①
氏
名
、②
年
齢
、③
郵
便
番
号
、

　

④
住
所
、⑤
電
話
番
号
、⑥
湖
南
校
受
講

　

希
望
）を
ご
記
入
の
上
、左
記
ま
で
。

問
・
申
／
淡
海
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
湖
南
校
実
行

委
員
会（
湖
南
市
生
涯
学
習
課
内
）

☎
7
7
｜

6
2
5
0
／　

7
7
｜

6
2
5
3

E-m
ail

：syougaku@city.shiga-konan.lg.jp

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

市
民
協
働
事
業
の
成
果
発
表
会

市
民
活
動
団
体
か
ら
企
画
提
案
さ
れ
た
事

業
を
提
案
団
体
と
市
が
協
働
で
行
う
市
民

協
働
事
業
の
成
果
発
表
会
を
開
催
し
ま

す
。ま
ち
づ
く
り
活
動
を
し
て
い
る
方
、こ

れ
か
ら
活
動
を
始
め
よ
う
と
お
考
え
の
方
、

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
な
ど
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
5
月
30
日（
木
）19
時
〜
20
時
30
分

●
場
所
／
市
役
所
水
口
庁
舎
3
階
会
議
室

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室

☎
6
5
｜

0
6
8
7
／　

6
3
｜

4
5
5
4

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

赤
十
字
の
活
動
資
金
に
ご
協
力
を

日
本
赤
十
字
社
で
は
、災
害
救
護
を
は
じ
め

救
急
法
等
講
習
普
及
、赤
十
字
奉
仕
団
活

動
な
ど
を
幅
広
く
行
っ
て
い
ま
す
。国
内
で

は
、東
日
本
大
震
災
や
近
畿
地
方
で
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
風
水
害
な
ど
に
い

ち
早
く
対
応
し
、医
療
救
護
班
の
派
遣
や

災
害
救
援
物
資
の
配
付
を
行
う
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
活
動
を
推

進
す
る
財
源
は
、赤
十
字
の
趣
旨
に
賛
同
く

だ
さ
る
方
々
に
よ
り
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

自
治
会
役
員
の
皆
様
や
奉
仕
団
員
の
皆
様

を
通
じ
ま
し
て
、赤
十
字
活
動
資
金
募
集

を
し
ま
す
の
で
、活
動
資
金
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
／
社
会
福
祉
課
福
祉
政
策
係

☎
6
5
｜

0
7
0
0
／　

6
3
｜

4
0
8
5

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

人
権
な
ん
で
も
相
談

日
常
生
活
で
の
悩
み
や
心
配
、地
域
や
職
場

で
の
ト
ラ
ブ
ル
や
差
別
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。※
申
込
不
要

●
対
応
者
／
人
権
擁
護
委
員（
法
務
大
臣
委
嘱
）

●
開
催
日
／
場
所

1
日（
土
）信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー
1
階
会
議
室
F

3
日（
月
）／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階

談
話
室
、甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
１
階
第
１
相
談
室
、水
口
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
２
階
身
障
研
修
室

●
時
間
／
10
時
〜
16
時

18
日（
火
）／
甲
南
庁
舎
2
階
団
体
室

●
時
間
／
13
時
30
分
〜
16
時

問
／
人
権
推
進
課

☎
6
5
｜

0
6
9
4
／　

6
3
｜

4
5
8
2

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

男
女
の
悩
み
ご
と
相
談

家
庭
・
職
場
等
で
の
男
女
間
の
様
々
な
悩
み

ご
と
に
応
じ
ま
す
。

●
開
催
日
／
3
日（
月
）・
5
日（
水
）・
7
日（
金
）・

10
日（
月
）・
12
日（
水
）・
14
日（
金
）・
17
日（
月
）・

19
日（
水
）・
21
日（
金
）・
24
日（
月
）・
26
日（
水
）・

28
日（
金
）

●
場
所
／
水
口
庁
舎
１
階
人
権
推
進
課
内
相
談
室

●
時
間
／
９
時
〜
16
時

●
相
談
方
法
／
電
話
ま
た
は
面
接
相
談

（
面
接
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
）

　

相
談
窓
口
／
☎
6
5
｜
0
7
5
1

問
／
人
権
推
進
課

☎
6
5
｜

0
6
9
4
／　

6
3
｜

4
5
8
2

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

行
政
相
談

国
の
仕
事
や
特
殊
法
人
の
業
務
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。※
申
込
不
要

●
対
応
者
／
行
政
相
談
委
員（
総
務
省
委
嘱
）

●
開
催
日
／
場
所

4
日（
火
）／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

5
日（
水
）／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー

13
日（
木
）／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館（
甲
賀
）

19
日（
水
）／
甲
賀
市
市
民
福
祉
活
動
セ

ン
タ
ー
相
談
室（
甲
南
）

19
日（
水
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

●
時
間
／
13
時
30
分
〜
16
時

問
／
生
活
環
境
課

☎
6
5
｜

0
6
8
6
／　

6
3
｜

4
5
8
2

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

結
婚
相
談

※
申
込
不
要

●
対
応
者
／
結
婚
相
談
員（
市
委
嘱
）　

●
開
催
日
／
1
日（
土
）・
15
日（
土
）

●
場
所
／
市
役
所
水
口
庁
舎
南
別
館
１
階

●
時
間
／
13
時
〜
16
時

問
／
農
業
振
興
課

☎
6
5
｜

0
7
1
1
／　

6
3
｜

4
5
9
2

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

教
育
相
談

主
に
小
・
中
学
生
に
関
す
る
悩
み
ご
と
や
困

り
ご
と
に
つ
い
て
、相
談
に
応
じ
ま
す
。※

要
予
約

●
対
応
者
／
臨
床
心
理
士
等
の
専
門
相
談
員

●
場
所
／
学
校
、市
役
所
甲
南
庁
舎
、甲
賀

市
適
応
指
導
教
室
な
ど

問
／
学
校
教
育
課

☎
8
6
｜
8
1
0
0
／　

8
6
｜
8
1
9
6

（
土
日
祝
日
を
除
く
9
時
〜
17
時
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

就
労
相
談

就
職
・
転
職
の
た
め
の
情
報
提
供
や
公
共
職
業
安

定
所
へ
の
取
り
次
ぎ
を
行
い
ま
す
。※
申
込
不
要

●
午
前（
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
）開
催
日
／
場
所

4
・
18
日（
火
）／
宇
川
会
館

4
・
11
・
18
・
25
日（
火
）／
か
え
で
会
館

5
・
12
・
19
・
26
日（
水
）／
西
教
育
集
会
所

5
・
12
・
19
・
26
日（
水
）／
梅
田
会
館

6
・
20
日（
木
）／
牛
飼
教
育
集
会
所

6
・
20
日（
木
）／
清
和
会
館

11
・
25
日（
火
）／
伴
谷
公
民
館

13
・
27
日（
木
）／
新
城
教
育
集
会
所

13
・
27
日（
木
）／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー

●
午
後（
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
）開
催
日
／
場
所

5
・
19
日（
水
）／
水
口
中
央
公
民
館

5
・
19
日（
水
）／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

7
・
21
日（
金
）／
相
模
教
育
集
会
所

7
・
21
日（
金
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

12
・
26
日（
水
）／
上
野
教
育
集
会
所

14
・
28
日（
金
）／
大
久
保
教
育
集
会
所

問
／
商
工
政
策
課

☎
6
5
｜

0
7
1
0
／　

6
3
｜

4
0
8
7

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

法
律
相
談

開
催
日
の
2
週
間
前
よ
り
受
付
、先
着
6

名（
1
人
30
分
）。相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。※
要
予
約

●
対
応
者
／
滋
賀
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士

●
開
催
日
／
場
所

5
月
16
日（
木
）／
甲
賀
市
市
民
福
祉
活

動
セ
ン
タ
ー（
甲
南
町
）

5
月
23
日（
木
）／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

6
月
6
日（
木
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

●
時
間
／
13
時
〜
16
時     

問
／
甲
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
6
2
｜

8
0
8
5
／　

6
3
｜

2
0
2
1

お
う
み

水口スポーツの森へ行こう ～５月の催し～
●甲賀市民スタジアム
19（日）国民体育大会軟式野球予選会（成人軟式野球）
23（木）・24（金）春季総合体育大会（中学生軟式野球）
26（日）甲賀市軟式野球リーグ戦（成人軟式野球）

●陸上競技場
19（日）第1回甲賀市陸上記録会（小学生陸上）
　　　　小学生記録会　審判講習会
25（土）甲賀市陸協・マスターズ交流練習会（成人陸上）

●多目的グラウンド
15（水）いきいきクラブグラウンド・ゴルフ大会
　　　（成人グラウンド・ゴルフ）
18（土）県民体育大会予選グラウンド・ゴルフ大会
　　　（成人グラウンド・ゴルフ）
19（日）甲賀市Ｕ-１２リーグ（小学生サッカー）

23（木）・24（金）滋賀県中体連春季総体（中学生サッカー）
25（土）高円宮杯U－１５滋賀県リーグ（中学生サッカー）
29（水）グリーンシャワー（小学生遠足）

●年間予約に供しない一般利用者のための確保日（８月分）のお知らせ
　・野球場（市民スタジアム）・・・１７日（土）　・多目的グラウンド・・・２５日（日）
　→８月分の申し込み締め切り：５月２８日（火）　※抽選日：６月２日（日）

水口スポーツの森管理事務所　☎／　 62-7529
問い合わせ
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（略字説明）

（問い合わせ先一覧）
利用時間場　所 電話 FAX

65-5511 65-5522
66-0375 －

88-8115 88-8145
86-0949

82-2799

★あかちゃんひろば ★ぴょんぴょんひろば

★キッズランド　新聞あそび

※いずれも受付 10:00～10：20

＜家庭教育支援事業＞
こども未来課

★親子ふれあい運動広場
日　時／ 19日（水）　10：30～11：30
場　所／岩上体育館（水口）
対　象／1歳半～未就園児の親子
定　員／ 25組（要申込）
持ち物／体育館シューズ・お茶　など
参加費／ 1組200円

日　時／ 11日（火）　10:30～11:30
場　所／土山子育て支援センター
対　象／生後2か月～7か月の乳幼児親子
定　員／ 15組（要申込）

★ベビーマッサージ講座

★親子ふれあい食育講座
『親子で作るはちみつ梅』
日　時／ 26日（水）　10:30～11:30
場　所／かえで会館（甲南）
対　象／2歳半～未就園児の親子
定　員／ 12組（要申込）
持ち物／三角巾・エプロン・保存容器・
　　　　上ぐつ（子どものみ）
参加費／ 1組1,200円

　※申込み締め切りは6月18日（火）まで

☆たけのこ子育て広場『のびっこ』

『七夕飾り作り』
日　時／17日（月）　10：00～ 12：00
場　所／たけのこ児童館
定　員／10組（要申込）

☆にんくる子育て広場

6
■子育て支援センターでは、いろいろな子育
て支援事業を行っています。市内在住の未就
園児とその保護者の方が対象です。どの地域
のセンターでもお気軽にご利用ください。

■子育て支援センターでは、いろいろな子育
て支援事業を行っています。市内在住の未就
園児とその保護者の方が対象です。どの地域
のセンターでもお気軽にご利用ください。

■乳幼児期の子どもを持つ保護者の方が、親子の絆
を深め心豊かな子どもを育てていくことを応援する
ため、市内の施設でいろいろな事業を行っています。

■乳幼児期の子どもを持つ保護者の方が、親子の絆
を深め心豊かな子どもを育てていくことを応援する
ため、市内の施設でいろいろな事業を行っています。

対象）０～１歳の未就園児とその保護者

対象）２歳6か月以上の未就園児とその保護者

対象）０～１歳の未就園児とその保護者

場所 時間 内容・対象・持ち物・その他日
水口

土山

甲賀

甲南

信楽

18日（火）
14日（金）
13日（木）

①14日（金）
②20日（木）

6日（木）

対）①６か月頃まで
     ②７か月頃～１歳　内）歯の話

内）管弦楽コンサート
10:00
～

11:30

対象）１～２歳5か月の未就園児とその保護者
場所 時間 内容・対象・持ち物・その他日
水口
土山

甲賀

甲南

信楽

11日（火）
19日（水）

18日（火）

①11日（火）
②25日（火）
①11日（火）
②25日（火）

対）①１歳～１歳８か月頃
　　②１歳９か月～２歳５か月頃
対）①１歳～１歳８か月
　　②１歳９か月～２歳５か月

内）はんかちあそび
持）薄手のはんかち（タオル地でないもの）

10:00
～

11:30

場所 時間 内容・対象・持ち物・その他日
水口
土山
甲賀
甲南
信楽

4日（火）
6日（木）
4日（火）
7日（金）
19日（水）

持）新聞紙1日分（あれば）
10:00
～

11:30

水 口

土 山

甲 賀

甲 南

信 楽
出前ひろば

おとうさんとあそぼうひろば

おはなし会

おじいちゃん・おばあちゃんとあそぼうひろば

3・10・17日（月）

6日（木）

13日（木）

25日（火）

11日（火）

24日（月）

27日（木）

4・18日（火）

7・21・28日（金）

27日（木）

25日（火）

5・26日（水）

13日（木）

21日（金）

6日（木）

12日（水）

27日（木）

13:30 ～15:00

10:00 ～11:30

10:00～11:00

10:00 ～11:30

11:00～11:30

10:30～11:30

10:30～11:00

10:00～11:30

10:30～11:30

13:30～15:00

10:45～11:00

10:00～11:30

10:00～11:30

9:30～11:30

10:00～11:30

10:00～11:30

10:00～11:30

10:30～11:30

対）3日：H25年1月生、10日：H25年2月生、17日：H25年3月生

場）フイランソ土山

対）１歳～2歳６か月の未就園児とその保護者　他）要申込・先着15組

場）土山地域市民センター2F　他）要申込・先着15組

９：30 ～11：30のオープンルーム内で

場）柑子公民館

場）柏木公民館

対）平成25年１月～3月生まれの未就園児とその保護者
内）子育てについておはなししましょう

対）H.25年2月生～H.25年3月生の赤ちゃんとその保護者　持）バスタオル

対）1才以上の未就園児の保護者　他）要申込・先着10組

対）未就園児とその祖父母　　内）うちわを作ろう

対）未就園児の保護者　　他）要申込・抽選10組（未経験者優先）・託児有

対）未就園児と保護者　場）甲賀北保育園　他）要申込・先着15組

対）０～１歳まで

オープンルーム内で開催

対）江田・神山地区の未就園児とその保護者　場）神山ふれあい会館

対）未就園児とその父親　内）運動公園であそぼう　場）信楽運動公園
他）要申込・雨天の場合は信楽子育て支援センターで実施
対）１歳６か月以上の未就園児とその保護者

事業名 時間 内容・対象・持ち物・その他日

月～土 9:00～17:00
月～金 9:00～17:00
火～土 9:00～17:00
月～金 9:00～17:00
火～土 9:00～17:00

水口子育て支援センター

土山子育て支援センター

甲賀子育て支援センター

甲南子育て支援センター

信楽子育て支援センター

『わらべうた』
日　時／21日（金）　10：30～ 11：10
場　所／かえで会館　学習室
定　員／15組（要申込）

『布でアクセサリーをつくろう』
日　時／ 21日（金）　10：00～ 11：30
場　所／にんくる児童館（相模教育集会所）
定　員／10組（要申込）
材料費／300円
※道具はすべてこちらで用意します。

日　時／ 13日（木）　10：30～ 11：00
場　所／土山図書館
対　象／０・１・２歳児とその保護者

場　所／水口図書館
対　象／０・１・２歳児とその保護者

★乳幼児おはなし広場（水口）

★乳幼児おはなし広場（土山）

日　時／ 25日（火）　10:30～10:50
　　　　　　　　　　11:00～11:20（　　  ）同じ内容で

２回開催

※ 参加対象は市内の未就園児とその保護者です。
　 どの地域の活動にも参加していただけます。
※ 講座の詳しい内容は各担当にお問い合わせください。

　お子さんが保育園や幼稚園に入園した方も、これからの
方も「毎日喜んで通ってくれるかな？」「お友だちはできる
かな？」「いつ入園させようか」などと悩むことがあります。
　家庭で、目の前の子どものペースにあわせて生活リズム
を整え、気持ちを通わせておくことは、子どもの安心感に
つながり、自ら育っていく基礎となります。入園の時期に
かかわらず、親子の大切な時間を焦らずにじっくりと過ご
し、子どもと「気持ちいいね」「楽しいね」「うれしいね」とい
う思いをたくさん体験していただきたいと思います。
　市では、家庭での子育てを応援するため、家庭教育支援
事業や子育て支援事業、親子で参加する広場などを毎月開
催しています。さらに、保育園・幼稚園では「未就園児交流」
を開催している園もあります。園の様子を見ていただいた
り、園児との交流などにより、入園した時のイメージを
もっていただくよい機会です。親子いっしょに、出かけて
みてはいかがでしょうか。

未就園児（保育園や幼稚園に入園していないお子
さん）親子を対象に、園庭開放やふれあい遊び、
ものづくりなどをします。開催回数や日程、内容、
参加方法などは園により異なります。参加ご希望
の園に、直接お問い合わせください。

問・申 86-838086-8171／

問・申 82-361682-2361／

☆かえで子育て広場
問・申 86-495886-4363／

問・申 88-569688-5692／

月月
6月月

※「オープンルーム」「サークル」については、各センターにお問い合わせいただくか、各「支援センターだより」をご覧ください。
※子育て相談（9：00～17：00）　子育ての不安や悩みなど、どんなことでも一人で悩まずに気軽にご相談ください。 TEL,FAX、来所いずれでも結構です。

場：場所（場所の記載がないものは各支援センターで行います）
日時：開催日・時間
対：対象（年齢等の記載がないものは未就園児とその保護者です）
持： 持ち物（記載がないものは特別に準備するものはありません）
　　  ※ お茶、バスタオル、タオル、着替え、帽子、おむつ、手ふき
  　　　 などは必要に応じてお持ちください
他：申込・定員（記載がないものは申し込みは不要です）その他
内：内容

＜児童館事業＞

対）H23年6月生まれまでの未就園児とその保護者
持）タオル、歯ブラシ、コップ　　他）要申込・先着20組
対）H24年11月～H25年3月生まれの未就園児とその保護者
内）ペットボトルでグリーン栽培・子どもの成長について
持）手拭用タオル・ビニール手袋　　他）要申込・先着10組

あかちゃんルーム

出前ひろば

子育て講習「大切な歯」

子育て講習「すくすくトーク」

出前ひろば

子育て講習「歯・は・はのはなし」

七夕コンサート

子育て講習
「ママと子どものおでかけグッズ作り」

リフレッシュタイム
「ラベンダースティックを作ろう」

あかちゃんルーム

おはなし会

出前ひろば

歯のはなし

あかちゃんルーム

あかちゃんルーム

出前ひろば「園であそぼう」

13:30～15:00

10:00～11:30

14日（金）

15日（土）

20日（木）

こども未来課　指導振興係
問い合わせ

86-838086-8171／

「未就園児交流」について「未就園児交流」について

～ 教育の出発点は家庭から ～

31回第

親子のペースで子育てを

＜各子育て支援センター事業＞　

＜子育て広場＞　



開館時間：10:00～18:00

●催し

12
12
13
14

8
13
22 6月

　平成25年度からの新事業として小
学生を対象に「こども読書通帳」の配布
を始めました。この通帳は、学校を通し
て市内の小学生全員に配布されました。
子どもたちが読書への意欲を高める
とともに、自分の読んだ本の記録を財
産とすることで読書の楽しみを深め

てもらうことを目的としています。
　「こども読書通帳」は、子どもたちが
楽しんで取り組んでもらえるよう、みな
らい忍者たぬ吉が修行して技を習得す
るというストーリー仕立てになってお
り、50冊を達成すると図書館で読書忍
者の免許皆伝証がもらえます。

日
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火
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水
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木
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金
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21
28

土
1
8
15
22
29

月

3
10
17
24

66-1067
66-1056

開館時間：10:00～18:00

●催し

63-4737
63-7400

1
15
25

土
土
火

土
木
土

水
水
木
金

14:00～14:30
14:00～14:30

①10:30～10:50
②11:00～11:20

14:00～14:30
10:30～11:00
14:00～14:30

長休み
昼休み

おはなし会
おはなし会
おはなし会
※乳幼児向け

おはなし会
乳幼児おはなし広場
おはなし会

山内小学校
鮎河小学校
土山小学校
大野小学校

開館時間：10:00～18:00

23（日）～29（土）まで蔵書点検のため閉館とします。
●催し

6
13
14
19
21

6

8
22

82-3921
82-0320

木

土
土

木
木
金
水
金

11:00～11:30

15:00～16:00
15:00～16:00

おはなし会

おはなし会
おはなし会

多羅尾小学校
信楽小学校
小原小学校
雲井小学校
朝宮小学校

開館時間：10:00～18:00（金曜日は21:00まで）

●催し

19
20
21
25
26
27

86-1505
86-1504

金
土

日

日

金
土
金

水
木
金
火
水
木

13:30～15:30
11:00～11:30

11:00～11:20

14:00～16:00

13:30～15:30
14:00～14:30
14:00～14:20

甲南第三小学校
甲南第二小学校
甲南第一小学校
希望ヶ丘小学校
希望ヶ丘小学校
甲南中部小学校

開館時間：10:00～18:00

●催し

4
11
18

88-7005
88-7246

火
火
火

14:00～15:00
11:00～11:30
14:00～15:10

11:00～11:30

大原学区
油日学区
佐山学区

おはなし会と工作
おはなし会

日曜映画会「世界は
ときどき美しい」

大原小学校
油日小学校
佐山小学校

●移動図書館

3
4
5
10
11
12

月
火
水
月
火
水

松尾方面
柏木・伴谷方面
伴谷方面

貴生川方面

伴谷東小学校
柏木小学校
伴谷小学校
綾野小学校
貴生川小学校
水口小学校

＊乳幼児向け
対面朗読 ＊事前予約要

おはなし会 ＊乳幼児向け
ふるるえいがかい
「モチモチの木」
ふるる日曜名画座
「パーフェクト９」
対面朗読 ＊事前予約要
おはなしたまてばこ
紙芝居を楽しもう

おはなし会
＊乳幼児向け

休館日 整理のための
閉館日

地　域 小学校

●移動図書館

●移動図書館

小学校

小学校地　域

小学校

小学校

●移動図書館

●移動図書館
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甲賀市子育てサポーター養成講座《基礎編》受講生募集甲賀市子育てサポーター養成講座《基礎編》受講生募集
甲賀市子育てサポーターでは、養成講座を受講し、市の子育てに関する各事業でご活躍いただくスタッフ
を募集しています。詳細は、地域窓口センター、公民館、図書館等に設置しているチラシをご覧ください。

◎ 第１回／ 6月14日（金）10時～12時　「子どもの発達について」
◎ 第２回／ 6月20日（木）10時～12時　「子どもの育ちを支える環境づくり」
◎ 第３回／ 6月28日（金）10時～12時　「子どもの安全について」「各事業の紹介」
　 ※３回連続講座です。２回以上の参加が必要です。※受付はいずれも9時30分からです。

■ 場　所／甲南公民館（忍の里プララ）大会議室
■ 参加料／無料
■ 備　考／養成講座《基礎編》の受講後、《実践編》を受講いただく事業もあります。
■ 申込締切／ 5月31日（金）
■ 申し込み・問い合わせ　※すべてのサポーターに登録していただけます。（選択制）

■日時・内容

託児サポーター

まかせて会員

家庭教育サポーター

ブックスタートサポーター

おとなの健診託児サポーター

子育て支援センター事業で託児をする活動です。

サポーター名 担当・連絡先活動内容

甲賀市ファミリーサポートセンター事業で、子どもの
預かりを行います。

ママやパパが基本健診を受ける時の託児のお手伝いを
していただきます。

甲賀市ブックスタート事業で、生後4か月の赤ちゃんに
絵本を読み聞かせしていただく活動です。
また、乳幼児おはなし広場（水口図書館・土山図書館）で
絵本の読み聞かせもしていただけます。

社会福祉課
63-408565-0705／

甲賀市ファミリーサポートセンター
86-722686-6173／

こども未来課
86-838086-8171／

健康推進課
63-459165-0737／

朝食でいきいきとした生活を
　最近は、子どもに限らず朝食を食べない方が増えています。
　朝食は、一日の生活リズムをつくり出す大切な食事です。朝食を食べて胃
腸が働き出すと、一日の活動が始まったと身体全体が認識します。一方、朝食
を食べないと、集中力が無くなったり、イライラしたり、また肥満の原因にも
なるといわれています。
　そこで健康推進員は、朝食が簡単に作れておいしくいただける「かんたん
朝ごはんレシピ集」を作成しました。
　保護者の方を対象に雲井小学校で行った料理講習では、このレシピ集の中
から８品を選び、簡単な朝食作りを体験してもらいました。
　お母さんやお父さんなど24名が参加し、「簡単にできておいしかった」との声があり、今後の参考になったようです。
「かんたん朝ごはんレシピ集」の一つを紹介しますので、皆さんもぜひ一度作ってみてください。

健康推進員だより健康推進員だより健康推進員だより

「ちくわのツナマヨ焼き」

材料（4人分）

ツナ缶…小1缶

ちくわ…3～ 4本

玉ねぎ…中1/3個

マヨネーズ…大さじ2杯

パセリ…少々

作り方

①ちくわは、縦半分に切ってから斜め切りする。玉ねぎは薄くスライスする。

②ほぐしておいたツナと①を混ぜ合わせる。

③グラタン皿など耐熱の容器に②を平らに盛り、マヨネーズをかける。

④オーブントースターで7～ 8分焼く（マヨネーズがとけて焦げ目がつけばよい）

⑤仕上げにパセリをちらす。
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《甲賀市図書館ホームページ》
http://lib.city.koka.shiga.jp/
《甲賀市図書館ホームページ》
http://lib.city.koka.shiga.jp/

市内の家庭教育講座（乳幼児対象）で、参加親子をサ
ポートいただく活動や、講座の企画などの会議に参加
いただきます。

健康推進連絡協議会事務局（健康推進課）
問い合わせ

63-459165-0703／

ややカロリーが高く、塩分が多いのでツナ缶をノンオイルの
もの等に工夫すると良いでしょう。また、玉ねぎはみじん切り
にしても良いです。ごはんにもパンにも合う一品ですよ。
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「広報 あい こうか」がホームページでもご覧いただけます！

この広報誌は
再生紙を使用しています。

http://www.city.koka.lg.jp/
甲賀市ホームページ

『広報 あい こうか』の名称は市民憲章のそれぞれの頭文字を
並べてできる「あい こうか」から名付けています。市民憲章とと
もに皆さんに親しまれる広報紙をめざします。

●今月の納税等

●甲賀市の花・木・鳥

固定資産税（1期）
軽自動車税（全期）
国民健康保険税（2期）
保育料・幼稚園使用料
介護保険料（2期）
公共下水道使用料・
農業集落排水施設使用料・
処理施設使用料

市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。
納期限は5月31日（金）です

編
集
後
記

　

今
回
取
材
に
行
っ
た
お
茶
体

験
デ
ー
で
は
、手
摘
み
か
ら
製
茶

ま
で
が
体
験
で
き
る
催
し
で
、参

加
者
は
、製
茶
の
工
程
を
知
り
、

そ
の
手
間
を
実
感
し
た
と
話
し

て
い
ま
し
た
。お
い
し
く
な
る
よ

う
に
心
を
込
め
て
完
成
さ
せ
た

お
茶
は
、特
別
な
味
わ
い
と
な
っ

た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、新
芽
で
な
い
と
味
わ
え

な
い「
お
茶
の
天
ぷ
ら
」や
、ジ
ャ

ム
や
ゼ
リ
ー
な
ど
お
茶
を
使
っ
た

料
理
が
試
食
で
き
ま
し
た
。初
め

て
い
た
だ
い
た
お
茶
の
天
ぷ
ら

は
、ほ
ろ
苦
く
、と
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

　

地
元
で
生
産
さ
れ
た
お
茶
を
、

味
わ
い
、感
謝
し
て
い
た
だ
く
の

は
も
ち
ろ
ん
、お
茶
を
使
っ
た
お

菓
子
の
作
り
方
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
な
ど
色
々
な
味
わ
い
方
、楽

し
み
方
が
あ
る
の
を
知
り
、私
も

一
度
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

リング専門メーカーとして日本のものづくりを支える

http://www.hhk.co.jp/

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、甲
賀
市
工
業
会
に
加
盟
さ
れ
て
い
る
、

も
の
づ
く
り
企
業
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

平和発條株式会社 滋賀工場

　

当
社
は
、自
動
車
の
ギ
ア
や
製
作
機
械
な
ど
の

「
止
め
輪
」と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
リ
ン
グ
専
門

メ
ー
カ
ー
と
し
て
各
種
止
め
輪
を
製
造
し
、ベ
ア

リ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
や
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、建
機

メ
ー
カ
ー
に
出
荷
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

止
め
輪
は
、円
形
状
に
材
料
を
巻
き
、軸
を
固

定
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
部
品
で
、皆
さ
ん
が

目
に
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、

締
結
部
品
と
し
て
工
業
製
品
に
欠
か
せ
な
い
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
8
0
0
種
類
以
上
、
1
か
月
に

1,
7
0
0
万
個
を
製
造
し
、自
動
車
用
変
速
機

や
自
動
車
用
ベ
ア
リ
ン
グ
部
品
を
中
心
に
工
業
製

品
に
広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

溝
付
き
ベ
ア
リ

ン
グ
、等
速
ジ
ョ
イ

ン
ト
用
の
止
め
輪

の
シ
ェ
ア
は
国
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を

誇
り
ま
す
。

材
料
か
ら
製
品
ま
で
を
一
貫
生
産

　

当
社
は
、原
材
料
に
異
形
材
加
工
を
施
し
て

製
品
の
素
材
を
作
り
、成
形
か
ら
出
荷
ま
で
一
貫

し
た
生
産
ラ
イ
ン
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

特
徴
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、長
年
培
わ
れ
た
ノ

ウ
ハ
ウ
か
ら
非
真
円
タ
イ
プ
の
止
め
輪
を
開
発

す
る
な
ど
独
自
の
技
術
を
持
ち
、高
品
質
な
製

品
を
、低
コ
ス
ト
、短
納
期
で
生
産
し
て
い
ま
す
。

海
外
生
産
活
動
の
本
格
化
に
む
け
て

　

現
在
、中
国
に
事
業
所
を
構
え
て
お
り
、今
後

生
産
活
動
が
本
格
化
し
て
く
る
中
で
、支
援
の

強
化
と
次
期
の
海
外
進
出
を
見
据
え
た
情
報
収

集
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
対
応
し
、喜
ん
で
い
た
だ
け
る
製
品
の
提

供
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
工
場
長
兼
製
造
部
長　

堀
井
弘
夫
氏
談
）

DATA

設　　立／昭和45年（本社：昭和26年）
従業員数／100名（本社：277名）
所 在 地／甲南町葛木2番地　　86-6031　 86-6051
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甲
賀
市
工
業
会
に
つ
い
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の
問
い
合
わ
せ

お話を伺った堀井工場長

▼止め輪の成形工程

▲製品の一例（止め輪）

■編集・発行
甲賀市役所
　〒528-8502 甲賀市水口町水口6053番地
　☎0748－65－0650
　   0748－63－4554
甲南庁舎（甲賀市甲南町野田810番地）
　【上下水道部】
　☎0748－86－8000
　   0748－86－8032
　【教育委員会】
　☎0748－86－8002
　   0748－86－8380
市民窓口センター（甲賀市水口町水口6053番地）
　☎0748－62－1621
　   0748－63－4086
土山地域市民センター（甲賀市土山町北土山1715番地）
　☎0748－66－1101
　   0748－66－1564
甲賀大原地域市民センター（甲賀市甲賀町相模173番地1）
　☎0748－88－4101
　   0748－88－3104
甲南第一地域市民センター（甲賀市甲南町野田810番地）
　☎0748－86－4161
　   0748－86－8029
信楽地域市民センター（甲賀市信楽町長野1203番地）
　☎0748－82－1121
　   0748－82－3415
※上記4つの地域市民センターは、旧支所の地域
　市民センターで、従来の支所機能を有します。
業務時間／ 8時30分～17時15分（窓口延長日を除く）

花 木 鳥花 木 鳥
ササユリ スギ カワセミ

ほ
り

お

ひ
ろ

い
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